
安室川の淡水産藻類チスジノリを復活させる試み(partⅡ)

上郡町立上郡中学校　科学部＊

はじめに
　科学部が調べている「チスジノリ」は、兵庫県南西部、赤穂郡上郡町を流れる千種川の支流
安室川に生育していることが知られており、姿形が「血管」のように見えることからこの名が
つけられた。
　この藻は１９６０年以前から知られ、１９９１年に淡水産紅藻類の一種「チスジノリ」だということ
が確認された。しかし、チスジノリは１９９５年以降から見られなくなったため兵庫県版レッド
データブックで「EXランク」に分類された。ところが、２００４年１月に９年ぶりにチスジノリが
再発見され話題となった。
　上郡中学校科学部では、校区内にある安室川のチスジノリを育む特殊な環境を解明しようと
２００４年３月から独自に水質調査を始めた。

チスジノリの生態
　チスジノリはきわめて珍
しい生活サイクルを持って
いる。（図１）
　まず、受精後「果胞子」
ができ、その果胞子が川の
岸辺や石などの表面に付着
し生長すると「シャントラ
ンシア体」という「胞子体」
になる。このシャントラン
シア体は集合して、数mm
～５mm程度の大きさのか
たまりとなって観察するこ
とができる。（写真１）
　その後、シャントランシ
ア体から「単胞子」が形成
され、新たなシャントラン
シア体が作り出されていく。
チスジノリは主に、シャン
トランシア体の状態で生活
する。しかし何らかのきっ
かけで「幼配偶体」と呼ば
れる段階に生長し、さらに
大きくなった物がチスジノリの「配偶体」である（写真２）。配偶体は雌雄異株であり、一般
に秋から次の春まで特に冬に多く見られる。

科学部の活動
　２００４年３月から独自に水質調査を開始した（研究１）。その結果、ある程度チスジノリの生育
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図１　チスジノリの生活サイクル（原図：比嘉　敦氏作成）

写真１　チスジノリの
シャントランシア体

写真２　チスジノリの配偶体



条件がはっきりしてきたので、「川を磨き・耕す」の実験を試みた（研究２）。ここまでの研究
成果は第１回「共生のひろば」で発表した。そして、２００６年９月についに配偶体が復活したの
で、その後、配偶体の生育状況を中心にした調査を行った（研究３）。また、地域の人々にチ
スジノリのことを知ってもらうため「チスジノリ見学会」を２００７年３月４日に実施した。今回
の報告では、以上３年半の取り組みを報告する。

研究１（水質調査）
（１）調査方法と調査項目
　調査場所は安室川のチスジノリ
が生育している地点（Ｂ）、その上
流（Ａ）、その下流（Ｃ）、湧水地
点（Ｄ）の４地点で天候・流速・
水温・ｐＨ・水深・導電率・ＣＯ
Ｄ・におい・水の色・河床のよう
すを中心に観察した。
（２）調査結果
①　水温：チスジノリの生育す
る場所は、冬に他の地点（Ｄ
地点を除く）よりも水温が高
く、夏には水温が低いことが
分かった。（図２）

　②　水深：チスジノリの生育する場所は水深が最低でも２０cm、平均で５０cmであることが分
かった。

　③　流速：チスジノリの生育する場所は平均５２cm／秒あることが分かった。
　④　ｐＨ：２００４年より２００５年の方が酸性に偏っていた。
　⑤　導電率：２００４年より２００５年の方が高くなっていた。
　⑥　ＣＯＤ：チスジノリの生育する場所は２００４年より２００５年の方が小さくなっていた。
（３）水質調査考察
　④～⑥の結果は２００４年より２００５年の方が水量が全体に少なく、湧水の影響がより強く出たた
めと考えられる。実際２００５年の方が配偶体がたくさん発生した。以上よりチスジノリが生育す
る場所は、水温・ｐＨ・導電率・ＣＯＤの結果から湧水の影響が大きいところで水深が最低で
も２０cm以上あり日陰になっていること、流速が速く他の藻類や泥が付着しにくい所であるこ
とが分かった。また、シャントランシア体は大きさがこぶし大以上で表面がきれいな状態のレ
キに付着しやすいことも確認された。

研究２（川を磨き・耕す）
（１）調査方法
　以前チスジノリが見られ、その後全く姿を消した上郡駅・駅裏の地点で２００５年９月よりチス
ジノリを復活させる取り組みを行った。まず、調査地域の上流にシャントランシア体が多く付
着したレキを置いて、流路に面したコンクリート護岸ブロックの水面下の側面をワイヤーブラ
シで磨いた。その時、磨くところと磨かないところを作り比べた。また、河床のレキをひっく
り返したり磨くゾーンとそのままのゾーンを作り、変化を調査した。（これを『川を磨き耕す』
と呼んでいる。）
（２）調査結果
　川を磨く
　１週間後、各ブロックにシャントランシア体が多く付着しているのを確認した。１ヶ月後に
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図２　調査地点ごとの水温変化



も磨いたところと流れのあたる場所にシャントランシア体が多く残っていたが、最終的には他
の藻類が付着するなどして、６０日後には無くなってしまった。
　川を耕す
　１０月２日から約２週間おきに河床の調査を行う。河床からは配偶体は発見されなかったので、
川に入り川底のこぶし大以上のレキを１個１個すべて取り上げ、シャントランシア体が付着し
ているかどうかを目視して調査した。そして、シャントランシア体の付着が確認されたレキの
位置を記録し、ブロックの幅のゾーンに見られたシャントランシア体の付着したレキの数の合
計をゾーンの下に記録した（図３）。まず分かることは、ブロックの近くにシャントランシア体
が多いことである。この部分は流速が速くシャントランシア体は、流れの速いところに生育し
やすいことが分かる。シャントランシア体数は耕したゾーンで順調に増加していたが、１０月３０
日をピークに減少し始め、２００６年１月９日にほとんど０になった。もう一度「耕す」とシャン
トランシア体はまた少しずつ増加する傾向が見られた。
（３）「川を磨き・耕す」考察
　コンクリートの護床ブロックは、磨いた後、多数のシャントランシア体が付着し、１０月２日
には「配偶体」らしき物が確認できた。また河床では、耕したゾーンで、シャントランシア体
が付着しているレキ数が増加していき、非耕しゾーンと同数に達し、非耕しゾーンよりも長持
ちした。したがって護床ブロックや河底を磨き・耕すことは、シャントランシア体を大きく増
殖させ、比較的長く維持させることには有効であると考えられる。また、シャントランシア体
は条件さえ整えばすぐに繁殖し、その速さもとても速いことが分かった。

研究３（配偶体調査）
（１）調査方法
　駅裏での調査を続けていると、小洪水で安室川の流路が変わり、護床ブロック側が「磨き・
耕した」状態になったので、そこを重点的に調査しているとついに２００６年９月２５日にチスジノ
リの配偶体を発見した。その後の調査で、配偶体は駅裏から上流側安室橋までの間で生育し、
２００６年１２月から２００７年５月の間にのべ２１株確認できた。そこで、発見した順番に配偶体にアル
ファベットをつけ、生長の様子や流速との関係を７～１０日間隔で調査した。
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図３　チスジノリ生態調査記録簿(2005/10/30)



（２）調査結果
　図４は藻長の変化を
調べたグラフで、藻長
が増加傾向の配偶体、
藻長が減少傾向の配偶
体、藻長が横ばいの配
偶体の３グループに分
けられる。図５、図６
はたくさんのチスジノ
リが確認できた安室橋
付近の結果である。図
５は見取り図、図６は
配偶体が見られた場所
の流速と配偶体の生長
した長さの合計をグラ
フにしたものである。図４、図５から
は藻長が増加する配偶体は川の真ん中
辺りの流速の速い所に多く、流路の端
の流速がほとんどない所では、減少ま
たは早期に消滅したものが多いことが
分かる。また、流心の消滅した配偶体
は１２月の段階で２cm以下の小さい株
だった。そして配偶体やシャントラン
シア体は橋の影になる部分に多いこと
も分かる。図６からも流速と配偶体の
生長速度には正の相関関係があるとい
える。
（３）配偶体調査の考察
　チスジノリが生息しやすい条件は橋
の下のように日光がある程度遮蔽され
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図４　藻長の変化

図５　安室橋付近の結果（見取り図）

図６　流速と生長合計の関係



る所であること、流速が約３５cm／秒以上の比較的速い流れが必要であることが分かった。その
ような場所では他の藻類が繁殖しにくく、石の表面もきれいになると考えられる。チスジノリ
はそのような場所でしか繁殖できないようである。また、流速の速い場所の配偶体の生長速度
は大きく、条件が良ければ、この調査地域での最高の藻長は約２０cmになり、速いときで１日に
約１cmも生長することが分かった。これらの条件からはずれていたら藻長が伸びにくいか
１ヶ月以上は生きられないものが多いことが分かった。

チスジノリ見学会
　科学部主催でチスジノリ見学会を２００７年３月４日に開催した。見学会の目的は、地域の人々
にチスジノリのことをよく知ってもらい、この貴重なチスジノリを育む環境を大切にしてもら
うためである。参加者を集めるためにポスターを作って、公民館や小学校に貼ってもらったり、
上郡町の広報に載せてもらうなどして地域の人々にお知らせした。
　見学会では参加者の人たちに川に入ってもらい、自然に生えている状態のチスジノリを見せ、
チスジノリの生態についてよく知ってもらえるように工夫した。
　チスジノリについてはチスジノリの一生を示した手作りのボードを作って部員が説明をした
（写真１）。その後、川の中に入ってもらい、部員が箱眼鏡を使って川の中のチスジノリを見
せた（写真２）。また、河原には水槽に入れたチスジノリやカワモズク（兵庫県版レッドデー
タブックＡランク）を展示し観察してもらった。
　他にも参加者の人が安室川の水生生物をとってきてくれたので、チスジノリ以外にも水生生
物についても勉強することができた。
　参加者は一般の方や小中学生を含めて合計４０人余りだった。参加者からは「珍しいものが見
れて良かった」などと言っていただき、「実施してよかったなぁ」と科学部員で喜び合った。

まとめ
・研究の成果
　科学部は、この研究で第１回「共生のひろば」館長賞を受賞、２００６年１１月に第４１回全国野生
生物保護実績発表大会（環境省において）で科学部部長が成果を発表し、日本鳥類保護連盟会
長褒賞を受賞、２００７年３月には第９回関西中学生研究発表コンクールで最優秀賞を受賞するな
どの身に余る高い評価をいただいた。
　また、様々な機会にチスジノリのことを発表し、見学会もしたことで全校生徒や保護者、地
域の人々にチスジノリのことや貴重な自然が残っていることをかなり知ってもらうことができ
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写真３　チスジノリについて説明 写真４　川に入って、実際のチスジノリの観察



たと考える。
・今後の課題
　我々の「水質調査」「川を磨き・耕す」「配偶体調査」の取り組みを通して、チスジノリにつ
いてたくさんのことがわかり、今後の調査につながるものになった。しかし、目標としていた
チスジノリを完全に復活させるところまでは至っていない。そこで、今後の課題としては、現
在取り組んでいる調査を継続し、チスジノリの配偶体を多く発生させ、「チスジノリの復活」
を目指したい。また、チスジノリを通して、さらに多くの人々に郷土の環境について知っても
らい、郷土の自然を大切にする運動にまで発展できたらと考えている。
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